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あらまし  近年，ニコニコ動画や YouTubeに代表される動画共有サービスが流行している．これらのサービスに
は大量の動画が投稿されており，膨大な数の動画から利用者が求める動画を発見することは難しい．我々は国内で

人気の高いニコニコ動画を対象に，視聴者が動画に対して抱いた感情を数値化し，検索に役立てる研究を行なって

いる．本論文では「笑い」の感情に注目して，動画ごとの「笑い」の度合を数値化する手法を提案し，アンケート

に基づく評価実験を行った．数値化には動画のコメント情報を利用した．評価実験では，提案手法が動画の持つ「笑

い」に関する度合を抽出できたことを確認した． 
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Abstract  Nowadays, a lot of people post various contents to the video sharing services. There are a large number of 

videos, and it makes the video search harder. In this paper, we focused on Nico Nico Douga, and we propose a ranking method 

based on viewer’s comments, especially amount of "funny" feelings comments given by viewer. We also evaluate the 

questionnaire for our method. Our proposed method is assumed to be applicable to all types of content, if it given a lot of 

comments from people. 
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1. はじめに  
YouTube[1]やニコニコ動画 [2]のような利用者投稿

型の動画共有サービスが人気を博している．これらの

サイトにはプロアマ問わず制作された多種多様な動画

が大量に投稿されており，これら動画の中から利用者

が面白い動画を見つけるためには検索システムが重要

である．利用者が娯楽を求めてサイトを訪れるとき，

検索対象の動画をうまく限定できず，そのときどきの

気分に合うような動画を探している場合がある．予め

動画の持つ感情的な要素を数値化できれば，利用者が

自分の気分に合う動画を発見するのに役立つ．  
我々はニコニコ動画に注目して，動画検索エンジン

の研究を行っている [3, 4, 5, 6]．ニコニコ動画では多数

の利用者が多数の動画にコメントを与えている．過去

に動画を視聴した人のコメントを利用すれば，動画ご

との娯楽の性質を機械的に判断できる可能性がある．

本論文では「笑い」の感情に注目して，動画ごとの「笑

い」の度合を数値化する手法を提案し，アンケートに

基づく評価実験を行った．実験の結果，検索者が受け

狙いの動画を発見したい場合に特化した検索エンジン

が構築できることを確認した．  

2. ニコニコ動画  
ニコニコ動画は 2006 年 12 月 12 日に運営を開始し

た，視聴者投稿型の動画配信サービスである [7]．サイ
ト内で動画を視聴するには会員登録が必要で，2012 年
1 月時点での一般会員登録者数は約 2500 万人，有料会



 

 

員は約 150 万人，モバイル会員は 600 万人を超えてい
る ． 類 似 す る サ ー ビ ス に YouTube, Myspace[8], 
deviantArt[9]などがある．運営開始から 5 周年を迎え
た 2011 年 12 月時点での総動画数は，700 万件を超え
ている．   
類似サービスと比べた時のニコニコ動画の 大の

特徴は，独自のコメントシステムである．動画のある

再生時点に投稿されたコメントは，投稿した動画再生

時間情報と共に保存され，他の全ての視聴者の動画再

生画面上に表示される．   
2.1. 動画に付与されるアノテーション  
ニコニコ動画におけるアノテーションについて述

べる．ニコニコ動画へ投稿された動画にはアノテーシ

ョンとして「投稿者アカウント，動画 ID，タイトル，
説明文，投稿日時，タグ，サムネイル画像，動画の長

さ，コメント数，再生数，マイリスト登録数，視聴者

コメント」が付与される．このうち，タイトル，説明

文，投稿日時，タグの一部，サムネイル画像は投稿者

が指定する．動画長は投稿動画から自動的に決まる．

図１に動画 ID「 sm9」に付与されたアノテーション (視
聴者コメントを除く )を付す．  

 

 

図 1 動画 ID「 sm9」に付与されたアノテーションの一部  

 
また，ニコニコ動画へ投稿された視聴者コメントは，

次のようなデータの組として公開されている．  
「コメント本文，投稿した時間，投稿した動画時間，

投稿者ハッシュ値，コマンド，投稿したコメントの ID」 
投稿した時間とは，視聴者がコメントの投稿ボタン

を押したときの UNIX 時間である．一方で，視聴者が
動画のどのタイミングに対してコメントを付与したか

という情報も，投稿した動画時間として公開される．  

コメント情報を動画の推薦に用いる際，コメントの

投稿者情報は非常に重要である．しかし，公開されて

いる情報は利用者のアカウントと動画 ID と日付情報

を用いたハッシュ値に限定されている．そのため，同

じユーザーが他の動画に対して行ったコメント投稿や，

別な日に同じ動画に対して行ったコメント投稿を識別

することはできない．また，利用者の ID が見えない

ために，利用者 ID と紐づいているマイリスト (お気に
入りリスト )や視聴履歴なども取得できない．  
視聴者コメントには，本文とは別にコメントの表示

方法を指定するコマンド機能がある．これによって，

コメント文を映画の字幕のように画面下部に表示させ

たり，文字サイズを大きくさせたりと，幅広いコメン

ト表現を可能にしている．コマンドとはこの，コメン

ト文字の修飾に用いられる文字列を指す．  
投稿したコメントの ID とは，動画ごとに 1 から順

に与えられる整数値で，コメント情報を投稿が行われ

た時系列順に見る場合に有用である．図 2 に動画 ID
「 sm9」に付与された視聴者コメントデータを付す．  

 

 

図 2 動画 ID「 sm9」に付与された視聴者コメント  

 

2.2. 動画検索  
動画検索には 2 つの段階がある．1 つめは動画に対

する絞り込み操作の段階である．これは巨大な動画空

間から，自分の興味のある分野のみを抽出するための

処理であり，「検索語を入力する」，「タグを入力する」

などの操作がこれに該当する（図 3）．2 つめは，抽出
できた動画に対する並び替え操作の段階である．ニコ

ニコ動画では絞り込み操作の後に，「コメントが新しい

順」「再生数が多い順」などの 12 種類の観点から，抽
出した動画を並び替えることができる（図 4）．  
本稿では動画検索の 2 段階目である並び替え操作に

ついて議論する．既存のシステムは，コメント数や再

生数の多い順に並び替えることで人気の動画を素早く

発見できる反面，動画がどういった趣向・性質を持っ

て人気となっているかについては，検索結果に反映さ

れることが無かった．動画に付与されたコメントから，

動画の持つ娯楽の性質を判別出来れば，利用者の気分



 

 

に合わせた動画検索を提供できるだろう．  
 

 
図 3 絞り込み操作（検索語の入力）  

 

図 4 並び替え操作  

 

3. 視聴者コメントに基づくランキング  
動画に対して視聴者が付与するコメントには，しば

しば視聴者が動画に向ける感情の切れ端が含まれる．

低い再生回数の動画であっても，視聴者が楽しそうに

動画を閲覧している様子はコメントから伝わってくる．

コメントに出現する単語には，動画に特定の単語が頻

出することもあるし，分野（カテゴリ）に固有の単語

もある．また，ニコニコ動画内で一般的な文字列もあ

る．たとえば，文字「w」を用いたコメント高い頻度
で出現する．この文字「w」は「warai」の略であり，
多くの視聴者が文字「w」を含むコメントを付与した
動画は，「笑い」の特徴を強く持つことが予想できる． 
我々は，コメント文に現れる文字「w」の数に応じ

て重み付けを行う「W 値」を次の式で定義した．  

Wv =
wi∑

n(C)+1  

wi = log count "w", ci( )+1( )
 

動画 v の W 値を Wvとする．v に付与されたコメン
ト C を，コメントの付与者別にまとめ，それぞれが含
む文字「w」の数を数える．文字「w」の入力数にはコ
メント付与者ごとにばらつきが出ることが予想される

ため，対数を取ってその影響を押さえる． 後にコメ

ント付与者の人数で平均をとった値を Wvとする．  
我々はニコニコ動画におけるアノテーションを検

索支援のための資源として活用するため，2009 年 10
月 28 日より 11 月 5 日までの間，「音楽」タグが付与さ
れた全ての動画 373，265 件について視聴者コメント以

外のアノテーションを収集した．収集には，公式に提

供されている API[10]を利用した．また，2010 年 5 月
か 6 月にかけて，同じ 373，265 件の動画について視聴
者コメント情報の収集を行った．視聴者コメントはそ

の全てを収集せず，それぞれの動画で直近の 500 件ず
つを集め，W 値を算出した．  

4. 評価  
1.1. アンケート調査の概要  

W 値の性能を調査するため，アンケート調査を行っ
た．アンケート調査の前準備として，再生数の多かっ

た 50 個の動画からなる「高再生数の動画グループ」と，
我々の提案手法による得点の高かった 50 個の動画か
らなる「高 W 値の動画グループ」の二種類の動画グル
ープを用意した．グループの構築のため，ニコニコ大

百科 [11]において「VOCALOID プロデューサーの一覧」
[12]を調べた．ニコニコ大百科とはニコニコ動画版の
Wikipedia で，日々新しい語や概念が誕生していくイン
ターネットの流行に対応していくために重要な役割を

持つ．VOCALOID は株式会社ヤマハのボーカルシンセ
サイザーソフトで，ニコニコ動画で大変な人気を持つ．

記事「VOCALOID プロデューサーの一覧」には 1,153
名のプロデューサーの名前があり，彼らの中には実際

に音楽関係の仕事をしている者もある．12,824 件の動
画に彼らの名前がタグ付けされており，そのうち 2,247
件の動画では 500 以上のコメントが寄せられていた．
その中から我々は 500 件以上のコメントを付与された
動画数が も多い 10 人のプロデューサーを選出した．
10人のプロデューサーからは 313件の動画が投稿され
ていた．それぞれのプロデューサーごとに再生数の多

い 5件の人気動画と W値の高い 5件の笑い動画を選出
した．図 5 はその全てを合わせた 100 件の動画につい
て，再生数と W 値でプロットしたものである．再生数
については対数軸をとった．  

  

 

図 5 選出した動画の再生数と W 値  

 

図 5 からは，W 値の高い動画は再生数 10,000 回から
100,000 回ほどのものが多いことが分かる．6 つの動画
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は重複して 2 グループに現れ，2 つの動画は削除され
ており，3 つの動画はアクセスが困難な状況にあった
ため 終的に 89 の動画のリストを用意した．このリス
トは，動画検索の第 1 段階にあたる，「VOCALOID プ
ロデューサーの名前を用いた絞り込み操作」によって

作られる動画集合を擬似的に再現したものである．  
こうして用意した 89 の動画をランダムに並べて８

人の被験者に見せ，以下に挙げる３つの質問を行った．

全ての質問には“はい”か“いいえ”で回答する．  
(A) 受け狙いの動画でしたか？  
(B) あなたにとって，笑える動画でしたか？  
(C) もう一度見たいと思いますか？  
質問 1，2 は笑いの感情に関する質問である．視聴

者コメントによる重み付けにより，上手く笑いの感情

に関する動画を抽出できていれば，これらの項目にお

いて「高Ｗ値の動画グループ」は「高再生数の動画グ

ループ」より高いスコアを出す．また，質問 3 は再生
関数に関する質問である．「高再生数の動画グループ」

は，この項目において高スコアを記録すると予想した．

以下，図表に表す場合を除いて，それぞれの質問を (A)，
(B)， (C)で表記する．  
4.1. アンケート調査の結果  

8 人のアンケート協力者に 89 の動画を見てもらい，
そのそれぞれについて前節に記述した 3 種類の質問を
した．質問には「はい」か「いいえ」で回答してもら

った．そのため全ての動画には，それぞれ 3 つの質問
について 0 から 8 までの評価がつく．表はアンケート
調査の結果である．両グループに共通して， (A) につ
いては 8 人の評価が合致しやすく，低い値をつけられ
た動画と高い値をつけられた動画が多く見られた．一

方で  (B)と (C)については評価値が低い値に集中した． 
 

 
図 6 高再生数の動画グループの結果  

 

図 7 高 W 値の動画グループの結果  

 

4.2. スピアマンの順位相関係数  
3 つの質問に対する回答と再生回数，W 値の間の相

関関係を調べるため，スピアマンの順位相関係数 [13]
を求めた．  

表 1 スピアマンの順位相関係数  

 (A)受け
狙い  

(B)笑え
た  

(C)もう
一度見

たい  
再生数  W 値  

(A)
受け

狙い  
1.000 0.890 -0.207 -0.200 0.730 

(B)
笑え

た  
0.890 1.000 -0.240 -0.172 0.742 

(C)
もう

一度

見た

い  

-0.207 -0.240 1.000 0.426 -0.254 

再生

数  -0.200 -0.172 0.426 1.000 -0.468 

W 値  0.730 0.742 -0.254 -0.468 1.000 
 
(A)は (B)と W 値の 2 項目に対して正の相関を見せた．

一方で残りの 2 項目，(C)と再生回数に対しては相関が
無かった．このことから W 値は，動画の持つ人気の程
度と関係せずに，笑いに関する成分だけをよく表現で

きていると読み取れる． (B)は (C)と弱い負の相関を持
った  (t 検定 , p = 0.01)．動画を見た上で「笑えた」と，
ある一定の価値は認めつつも，特にもう一度見たいと

は思わないという感情の機微が現れており，娯楽と消

費の関係を伺わせる．また， (B)は (A)と同じく，W 値

と正の相関を持った． (B)とＷ値の相関係数のほうが
(A)と W 値のそれよりもわずかに高かった．  

(C)は再生数と弱い正の相関を持った．動画の再生数
を増やす要因は，特定の人間に繰り返し再生されるこ

とよりもむしろ，多くの人に少しずつ再生されたこと

であると推測できる．一定以上の品質を持つ動画は，

より多くの人に存在を知ってもらうことで，より再生

される可能性がある．  
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再生数は W 値との間に弱い負の相関を持った．しか
し，Ｗ値の高い動画は「笑えた」ことから，一概に W
値の高い動画の視聴価値を否定することはできない．

Ｗ値の高い動画は馬鹿馬鹿しい笑いを提供してくれる

ものを多数含んでいたため，このような結果になった

と考えられる．  
4.3. 受信者操作特性（ROC）  

W 値の笑いの動画に関する二項分類能力をより詳

しく分析するため，我々は受信者操作特性曲線 (ROC
曲線 )[14]を求めた．W 値の閾値を 0.1 ずつずらして描
いた ROC 曲線が図 8 である．正解集合にはアンケート
調査での (A)を用いている．89 の動画に対し 8 人が「受
け狙い」であるか否かを評価しているので，標本数は

712 ある．AUC は 0．82 であり，単純に選んだ一つの
文字だけでも，よい識別能を持つことがわかる．  
図 9 は再生数により，もう一度見たいと思う動画が

発見出来るか，同様の手法で調べたものである．スピ

アマンの順位相関係数を求めた時点では正の相関が見

えた二項目であった．しかし実際のところ，再生回数

は，もう一度みたいと思える動画を発見するにはあま

り良くない指標となっていることがわかる．AUC は

0.60 であった．  
ニコニコ動画のように大量のコンテンツを有する

サイトからの検索では，再生数などの人気度を指標に

探す方法がよく行われる．しかしながら，今回の調査

によれば，こういった検索の方法はあまり良い方法と

は言えない．この結果と比較しても，我々の提案した

重み付けは有用であると言える．  
 

 
図 8 再生数による「もう一度みたい」に関する分類の ROC 

 

 
図 9 W 値による「受け狙い」に関する分類の ROC 

 

4.4. F 値  
W は笑いの感情に関係のある動画に対して高い数値

をとる傾向を見せた．しかし，我々は具体的にどの値

以上のＷ値を取る動画が，笑いに関するものであるか

について，定義していない．図 10 は W の値で動画を

二種類に分けたとき，Ｗ値の推移による分類の精度を

調べたものである．W 値の大小によって動画を受け狙
いのものであるかどうか機械的に推定したとき，適合

率，再現率，F 値の推移を，分類のしきい値となる W
値を 0.1 きざみで変化させつつ観察した．89 の動画に
対して実行したアンケート結果のうち「受け狙い」で

あるとされた動画を適合文書としている．被験者 8 人
が見た 89 の動画は，共通の集合であるが，それぞれの
評価ごとに別々の適合文書と見た．つまり，適合文書

は 大で 89×8 の 712 個になり得る．評価の分かれた
動画がひとつ以上存在する場合，適合率は 0 や 1 には
ならない．X 軸は W 値である．  

F 値は W 値が 2.0 のとき 大値 0.76 をとり，おおよ
そ 1.8 から 2.7 の範囲で 75%付近の値を保持した．多
くの動画が存在する中から，いくつかの面白い動画を

発見したいとき，検索者にとっては再現率より適合率

の方が重要かもしれない．W 値が 3.4 のとき適合率は
大値 0.83 をとる．W 値が 4 以上のとき，我々の期待

に反して適合率が下降した．W 値が極端に高い動画は
母数が少なく (たった 3個の動画のみが値 4以上に該当
した )，実験時の誤差が出たものであると思われる．  0 
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図 10 W 値による「受け狙い」に関する分類の F 値  

 

5. 実装  
視 聴 者 コ メ ン ト に よ る 重 み 付 け で 動 画 を 返 す

SeeMore を公開している [15]．試作システムでも，先
に述べた「音楽」タグがついた動画 373，265 万件を対
象としている．利用画面を図 11 に示す．  

 

 
図 11 試作システムの利用画面  

  

6. 関連研究  
ニコニコ動画は，常に新しいサービスが実験的に生

み出されては運用が始まる変化の激しい場であるため

に，自発的に研究・解析を行っていた利用者も多い．

ニコニコ動画全体の分析は myrmecoleon[16]が詳しい．
2009年 1月には，自発的な研究を行っていた研究者が，
ニコニコ動画データ分析研究発表会 [17]を開催した．
末永匡は榊剛史らの論文 [18]に倣い，χ 2値を用いた単

語 間 の 関 連 度 の 指 標 を 使 っ て ， ニ コ ニ コ 動 画 の

folksonomy なタグ同士の関連度を求めた [19]．また
2011 年 12 月 6 日にはニコニコ研究会 [20]が，自主的に
研究を行っていたニコニコ動画の研究者 30 名を集め，
第 1 回ニコニコ学会βシンポジウム [21]を開催した．  
動画に付随するアノテーションは，動画の内容検索

に重要な意味を持つ．HaraldSack らは MPEG-7 のアノ
テーション構造を用いたインタフェースの例を示した

[22]．中村ら [23]はニコニコ動画に着目し，一度利用者

が視聴した動画についてコメントの集中する箇所をサ

ムネイル化して保存，再度その動画を閲覧する際に素

早く動画の見所まで移動するシステムを提案している． 
本稿では動画検索を二段階に分けて考察した上で，

絞込み後の動画の並び替え操作に着目している．動画

の絞り込みに関しては，投稿者間のつながりを用いる

方法や，動画タグを用いる方法がある．濱崎らはニコ

ニコ動画における初音ミク動画コミュニティを対象と

して動画作者ネットワークを分析した [24]．   
近年はパーソナライズド推薦に関する研究も進ん

でいる．IdoGuy ら [25]や Huizhi Liang[26]らは利用者と
アイテム，タグの 3 点間のつながりが推薦に有用であ
ると主張している．論文 [25]では利用者にアイテムを
推薦するにあたり，利用者間の距離を用いた推薦とタ

グ間の距離を用いる推薦，利用者間とタグ間の距離を

組み合わせた推薦の 3 種を比較実験した．論文 [26]で
は，利用者の付与するタグからノイズを取り除く手法

を提案している．  

7. おわりに  
本稿ではニコニコ動画を対象に，視聴者から付与さ

れたコメントを用いた動画の重み付け手法を提案し，

アンケートに基づく評価を行った．  
今後の課題は 3 つある．1 つ目は今回実装した検索

エンジンの性能向上である．現在のところ，大量に存

在するコメント資源の内，文字「w」についてしか解
析を行なっていない．他の文字・単語について，出現

頻度や共起関係を調査することで，性能の向上が図れ

ると思われる．  
2 つめはタグの利用である．動画ごとにばらつきの

見られるコメントも，笑いという共通の要素を前提し

た場合，文字「ｗ」が現れやすいという傾向が見られ

た．同様に，共通のタグを持つ動画群におけるコメン

トの傾向を探ることで，その分野に適した動画を発見

することが可能かもしれない．  
後は視聴者の信頼度の問題である．単語の頻度解

析だけでは，コメントを投稿した視聴者の価値を考慮

していない．気持ちをうまく代弁する良質な視聴者の

コメントは，他のコメントに比べ重要視されるべきで

ある．  
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